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明けましておめでとうございます。
新しい１年を迎えるにあたり、皆様のご健
康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。
昨年は、西日本豪雨災害、台風21号、北
海道胆振東部大地震と、それに伴う大規模な
土砂災害等立て続けに大きな災害が起こりま
した。
大雨や巨大台風、土砂災害といった災害は、
今後さらに頻度を増し、被害規模もより大き
くなると予想されます。
比較的自然災害の少ない市原市ですが、近
い将来起きるといわれる巨大地震として、
「房総半島東方沖地震（震度６強）」、「首都直

下地震（震度６強）」、「千葉県北西部直下地
震（震度６強）」があげられています。
市原市の最悪の想定では、東京湾口（須
崎）から、到達時間約30分で最大2.4ｍの津
波が襲い、姉崎から八幡の海岸部では液状化
が起こるといわれています。
災害を避けることはできません。しかし、
できるだけ被害を少なくすること（減災）は
できます。
まず、どのような準備、
対策が必要なのかについて
は、次のようなことが考え
られます。

12月11日（火）白塚自治会館で開催した歳
末たすけあい運動・地域福祉支援事業の高齢
者食事会です。赤い羽根共同募金の配分金を
財源に実施しています。

食事会の前のボッチャというゲームです。
白いボールを目標に、赤、青のチームがボー
ルを投げ、近いボールが勝ちになります。

家の「耐震補強」、「家具等の転倒防止」、「地
震・津波保険への加入」等、また、近所、近隣
との日頃のお付き合いでの協力体制の確立

防災訓練への参加

通電火災の防止（スイッチ断ボール：
ブレーカーの自動遮断装置の設置）

ちぐさ福祉ネットワークでは、今回から数回にわたり、防災についての特集をすることにしました。
防災について考えましょう防災について考えましょう

を実践し減災に努めていきましょう。
次回も引き続き、防災について考えていきたいと思っています。（杉山）

「自分の家族は自分で守る」
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千種小正門前で、元気に
「おはようございます！」

あいさつ運動の横断幕
今までのは色があせたので
今年は作り替えました。

ボランティアを必要な場所に
配置しています。

活動内容を説明しています。

一人暮らしの高齢者をお訪ねして
見守っています。

「ふわふわ」というダルメシアン犬の中で
子どもたちが跳んだり跳ねたりして大喜
びでした。
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ポン菓子づくりの音にびっくり！

どじょうすくい踊り、マジックショーのあとで
ボッチャゲームを楽しみました。
皆さん、初めてなのに、とても上手でしたよ。

高齢者の皆さんに、お茶とお菓子でおもてなし。

見事なマジックショーの
お手並みでした。

募金活動にご協力ありがとうございました。
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